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若者との相互理解 
 

社会保障審議会年金部会の委員に、たかまつなな氏が任命された。

同氏は若者の政治参加に向けた活動を続けており、若い人の年金

への思いを年金部会へ伝えると、抱負を述べていた。 

 

同氏には、若者の声を伝えるのと同時に、若者に向けて年金制度

や改革案の意図を伝えてもらい、それを受けた若者の意見を年金

部会へフィードバックしてもらいたい。 

 

このような若者との相互理解は、企業年金にとっても重要だろう。

会社が年金制度を設計した意図や従業員の老後への配慮を伝える

ことで、会社への信頼感やモチベーションの向上が期待できる。 

 

近年は、ポイントや残高など従業員向けの情報提供が充実しつつ

あるが、これだけでは会社の思いが伝わりにくいだろう。また、

若手従業員の声を聞くことで、魅力的な制度を設計するヒントに

もなろう。 

 

若者は年金に興味が無い、と思いがちだが、若者は公的年金への

不信や諦めの意識が強い。そういう彼らにこそ、企業年金が重要

ではなかろうか。 
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